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JohnMiltonのZ,乳ﾉ鞄”と〃ん"sg”soの批評史を通じて批評家の関心を引きつけて
止まなかったのは，両詩の主題と両詩の関係であったと纒めることができるであろう。こ
の二つの問題の細部については後により詳しく検討することにするが，ここで端的に述べ
るならば，両詩に数多くの照応する要素が存在することは紛れもない事実として受け入れ
たうえで，主題の問題とはこれらの照応する要素を統括する存在を見いだそうとするもの
であり，両詩の関係に関わる問題とは照応の関係様式自体，つまり，両詩が並行的である
のか，それとも一方が他方の上位に置かれるべきであるのかを解明しようとするもので
あった。様々な解釈上の変遷を経て，こんにち主題の問題に関して主流となっているのは，
両詩が詩人自身による詩の存在様式の表明，つまり,meta-poeticalな詩であるという見
解である。もう一方の両詩の関係については，仮に主題上の問題を上に述べた現代の関心
に限定したとしても，両詩を並行的に見ようとする批評家達と〃凡"sgmsOをZ,乳/煙”
の上位に置こうとする批評家達の間での決着はついていない。
私自身にも主題の問題に関するこんにちの方向は概ね正しいと思われるが，両詩の中で
真に問題とされているのは単に詩の存在様式,つまり,詩の技法に関わるmeta-poeticalな
ものではなく，その様な詩の存在の位置，換言するならば，詩の系譜，更にはその様な詩
を生産する仕事に従事する詩人とMuseの系譜であると考えられる。ここには伝統とアイ
デンテイテイという二つの,しかし厳密に切り離すことが困難な概念が必要不可欠である。
R.D.Bedfordは詩の創作行為自体力ざ「詩人と伝統との対話」であると考えている｡’詩人
は過去の一連の詩群をある始源に繁がる一つの系譜に属するものとして認識する。その詩
の系譜にはそれを創作したものとしての詩人の系譜が並行的に存在しており，この系譜に
は始祖が存在している。勿論，系譜は認識の問題に属するという点で主観的なものである
が，その数は限りないといって良いほどである。また，少なくともルネサンスには一つの
系譜に対して一人のMuseが割り当てられ，この神的存在は詩人が詩を書くために必要と
される配偶者であり，詩は詩人とこの配偶者との婚姻の結果，子として生ずるものと捉え
られていたため，ここにも系譜の問題は入り込んでくる。(Milton研究においては,LIA"-
g"0,〃ん"sgmsOに限らず，後半の作品に関しても，彼が独自の系譜を創作しながら伝統
的でないMuseを採用するという特徴を持っていることが常識となっている｡）この様な





























